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柿
田
遺
跡
は
、
「柿
田
条
里
」
と
称
す
る
、
近
年
ま
で
良
好
に
遺
存
し
て
い

た
条
里
地
割
内
に
所
在
す
る
。
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ェ
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ジ
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主
な
遺
構
は
、
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
の
集
落
と
隣
接
す

る
流
路
、
古
代
の
溝
や
流
路
と

条
里
の
坪
境
に
造
ら
れ
た
道
路

状
遺
構
、
中
世
の
建
物
群
数
カ

所
と
溝
や
流
路
、
中
世
後
期
以

降
の
水
田
面
な
ど
で
、
各
時
期
の
流
路
か
ら
は
農
耕
具
や
建
築
部
材
な
ど
の
木

製
品
も
大
量
に
出
土
し
た
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木
簡
の
出
土
し
た
遺
構
は
、
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
流
れ
る
流
路
で
あ
る
。

流
路
は
上
下
三
層
に
分
け
ら
れ
、
上
層
は
主
に
中
世
前
期
、
下
層
は
古
代
に
属

し
、
木
簡
は
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
流
路
に
は
灌
漑
施
設
の
基
礎
と
な
る
木
組

み
が
残
存
し
て
お
り
、
木
組
み
の
周
辺
か
ち
は
木
簡
を
含
め
、
人
形

・
馬
形
な

ど
の
木
製
祭
祀
具
や
大
量
の
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。
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上
下
端
と
も
欠
失
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
文
化
庁
の
山
下
信

一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
、

ま
た
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
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